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＜登別市男女共同参画シンボルマーク＞ 

 

 

本書は、登別市男女共同参画基本計画（第２次）第２次実施計画（平成２８年度～３０年度）の 

平成２８年度の実施結果をまとめたものです。 
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平成２８年度男女共同参画事業報告書  

目標Ⅰ 男女の人権が尊重される社会の実現  

担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

基本的施策１ 意識変革のための普及啓発活動の推進                                                 

（１）広報・啓発活動の充実 

市民サービス ① 講演会、学習会の 

開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 登別市男女共同参画フォーラム２０１６ 

女性の老後「いつまでも私らしく生きる」を考える 

をテーマに「男女共同参画社会」の実現に向けて

取り組みを推進する中で、高齢者の生活に着目

し、・公益財団法人北海道立女性協会の共催によ

り講演を行い７０名が参加した。 

② プラタナス・フォーラム 

「男女共同参画社会づくりについて～地元で活

躍されている方々を迎えて」と題して、家庭では、

男女関係なく家事を行うなどの講演と演奏を行っ

た。併せて平成２８年度胆振女性リーダー養成研

修参加者報告会も行い３０名が参加した。 

③ のぼりべつ男女平等参画懇話会           

 ジェンダー フォーラム～山川菊栄ＤＶＤ上映会

を開催し、男女平等参画社会づくり推進にいかす

上映会を行い８名が参加した。 

④ 三市合同第１５回男女共同参画週間記念 

フォーラム「ドキュメンタリー映画何を怖れるフェミン

ズムを生きた女性たち」の上映会を開催し、女性の

地位向上とよい社会をつくるため行い、１００名近く

参加した。 

男女共同参画の主旨

に沿った講演内容であ

ったが参加人数が少な

かったため、より周知が

必要である。 

女性団体のフォーラムと登別

市男女共同参画社会づくり推

進会議の講演会等を開催す

る。 

プラタナス １回開催、のぼりべ

つ男女平等参画懇話会１回開

催。 

登別市男女共同参画社会づく

り推進会議１回開催、目標参加

数８０名 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

② 情報紙「アンダンテ」 

の編集・発行 

男女共同参画社会づくりに向け、登別市男女

共同参画社会づくり推進会議の委員と協働に

より、情報紙「アンダンテ」の企画・編集し、

情報紙「アンダンテ」１３号を３月に発行し、

町内会回覧、市内企業等へメール配信した。 

３,０００部作成。 

「アンダンテ」掲載

の女性が活躍されてい

る職場の訪問選定に

は、他部署との情報共

有が必要である。 

情報紙「アンダンテ」の発

行を３月に１回行う。 

 

③ 男女共同参画情報コ 

ーナーの充実（市内５ 

か所のパンフレット

棚） 

 鷲別・登別・登別温泉の３支所、市民会館、

本庁舎市民ホールの計５箇所のパンフレット

棚に、男女共同参画関連の啓発パンフレットや

冊子、行政資料などを配置し情報提供を行っ

た。 

１年に 2 回くらいの

情報提供となっている

ことから、内容を充分

に図ることが必要であ

る。 

男女共同参画の啓発パンフ

レット棚へリーフレット等の

情報提供を引き続き行いま

す。 

 

④ 男女共同参画週間中 

のポスターの掲示（市 

内５箇所） 

男女共同参画週間（６月２３日～２９日）に

あわせて、鷲別支所・登別支所・本庁舎・市民

会館・図書館の市内５箇所に国からのポスター

を掲示し、気運の醸成を図った。 

男女共同参画週間が

１週間と短いため、掲

示はしているが広く市

民にいき届いていな

い。 

継続してポスターの掲示を

男女共同参画週間中に掲示す

る。 

 

⑤ 出前フリートーク 登別市男女共同参画社会づくり推進委員と

の協働により、男女共同参画出前講座「男性の

料理教室」に於いて意見交換会を行った。 

地区連合町内会ごと

に実施しており、参加

人数が異なることか

ら、事前に周知徹底を

図る。 

男女共同参画出前講座「男

性料理教室」を実施する。対

象町内会は新生地区連合町内

会とする。 

 

⑥ 小学４年生向け啓発 

冊子（男らしく？女ら 

しく？自分らしく！） 

人権の尊重や男女平等について、保護者と一

緒に活用してもらえる内容の冊子を登別市男

女共同参画社会づくり推進会議の委員と協働

により作製した。また、男女共同参画の意識や

意見を把握するためアンケート調査も行った。 

保護者向けアンケー

トの設問で「男女共同

参画」というテーマの

関心度が 40.1％と低い

ことから引き続き啓発

が必要である。 

 ４年生とその保護者を対象

に冊子の配布とアンケートの

実施を行う。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

⑦ 市民による男女共同 

参画に関する作品募

集（標語・習字等） 

 男女共同参画週間にあわせて、男女共同参画 

をより身近に感じてもらうため標語、習字、ポ

スターの募集し展示した。 

 市内全校からの応募

となっていないので、

各学校の協力を得る必

要がある。 

 男女共同参画週間に向けて

作品の募集、展示を行う。 

 

⑧ 男性への男女共同参 

画の啓発 

 登別市男女共同参画社会づくり推進委員と

の協働により、男女共同参画出前講座「男性の

料理教室」を平成２９年２月２４日開催し１５

名が参加した。 

 開催時期が厳寒とな

り参加者が少人数であ

った。 

 対象の地区連合町内会へ開

催時期についての依頼をし、

早目の日程で「男性の料理教

室」を行う。 

  

⑨ ホームページの充実  男女共同参画に関する情報提供及び開催事

業等を随時掲載した。 

男女共同参画の開催

事業等を早目に掲載す

る。 

 情報や開催事業等につい

て、迅速に対応していく。 

 

 ⑩ インターネットなど 

を有効に活用した広 

報・啓発活動 

 市ホームページに男女共同参画に関する作

品募集等や、国や北海道の事業等を紹介した。 

 開催事業が迫ってい

るものによっては、掲

載が間に合わないもの

もあった。 

 男女共同参画に関する事業

及び国や北海道の事業を引き

続き啓発活動を行う。 

 

⑪ ワーク･ライフ･バラ 

ンスの考え方を様々 

な職種、世代、地域 

へ女性活躍推進法に 

基づく多様な視点か 

らの広報・啓発活動 

登別市男女共同参画情報紙「アンダンテ」で女

性が活躍している職場を訪問して掲載した。 

国や北海道の啓発資料等を市民ロビー等に設

置した。 

 女性が活躍されている

事業所の選択に苦慮し

た。 

 「広報のぼりべつ」、「アンダン

テ」へ掲載し啓発を図って行

く。 

 

市民協働 ⑫ 町内会（連合町内会） 

との学習会 

町内会女性役員を対象とした「市内視察研修

会」を実施。まちの魅力を育てると共に、女性の視

点を生かした地域づくりの意識啓発を推進した。 

    本研修会の主催は

登別市連合町内会 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

１－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・市民周知や広報の啓発活動は継続して行うことが重要であると考えます。 

・働く女性が増えてきていることや、働くことへの価値観も変化してきていることから、商工会議所や職業訓練校などと連携し

た広報活動を行っていくことも検討した方が良いと思います。 

・小学４年生向け啓発冊子ですが、これからの社会に出て行く子供たちに小学生の頃から、男女共同参画について意識してもら

うために良いことだと思います。 

・小学生を対象としたポスターや標語は、若い世代への啓発活動としてよい取り組みであるが、応募する学校が固定化している。

依頼方法を工夫するなど全市的に協力を得られるような取り組みを期待します。  

（２）情報収集・提供の推進 

市民サービス ① 広報のぼりべつ「小 

特集」による情報提供 

登別市男女共同参画社会づくり推進委員との

協働により、メインテーマとし「子どもの貧困」を広

報部会で企画・編集会議を経て記事を掲載した。 

 男女共同参画の主旨

を理解してもらえるよう掲

載内容を厳選する必要

がある。 

 広報掲載記事について、登

別市男女共同参画社会づくり

推進の広報部会において企画

編集し１１月号広報紙に「小特

集」を掲載する。 

 

② ホームページによ 

る情報提供（基本計

画・実施計画・推進会

議・推進会議議事録掲

載） 

 登別市男女共同参画基本計画（第２次）のぼりべ

つ・はぁもにプラン 21 第２次実施計画（平成２８年

度～平成３０年度）について掲載した。 

 

 推進状況等を市民に

理解してもらうよう内容の

掲載に努める。 

 事業の実施状況にかかる実

績報告書の様式を改め課題及

び計画を追加し市民にわかり

易い内容として情報提供を行

う。 

 

③ インターネットを 

利用しての近隣都市の

活動状況等収集 

 男女共同参画に関する記事を収集し、登別市男

女共同参画社会づくり推進会議の活動資料の参

考とした。 

   先進の自治体の活動を参考

として行く。 

 

④ 男女共同参画週間、 

女性に対する暴力をな

くす運動の周知 

 各施設に冊子の配布と登別市男女共同参画情

報紙「アンダンテ」に掲載した。 

 広く市民に知って頂く

ために登別市男女共同

参画情報紙「アンダン

テ」以外でも周知した方

が良い。 

 各機関からの情報提供を「ア

ンダンテ」、「広報のぼりべつ」

で周知する。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

図書館 

 

⑤ 図書館の図書の充実 

と整備 

図書の充実と書架の整備に努めた。  引き続き、図書の充実と書架

整備に努める。 

 

⑥ 図書館の女性棚（女 

性関連図書）の充実 

  

アーニス分館の男女共同参画関係資料コー

ナーの充実に努めた。 

アーニス分館に専用

コーナーがあることの

PR が十分でなかった。 

引き続き、男女共同参画コ

ーナーの充実に努めるととも

に、市民への周知に努める。 

 

⑦ 女性関連図書の情報 

提供 

「家庭女性問題」（250 冊）「女性労働問題」（170

冊）に関するブックリストの提供を行った。 

ブックリストの内容

の更新を行わなかっ

た。 

「家庭女性問題」「女性労働

問題」のブックリストの更新

を行う。 

 

 

１－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・アーニス専門コーナーは、奥にあり静かなのでゆっくり本を見られる反面、場所がわかりづらいので利用者にわかりやすいよ

う入口にコーナーの表示があると良いと思います。 

・ホームページを見やすいようにしたりＳＮＳなどを活用し、男女共同参画社会づくりに関する知識や取組を発信できるような

仕組みを考えてみてはどうでしょうか。 

（３）実態調査の実施 

市民サービス  

 

① 企業や各種団体の 

女性の参画状況調査 

【町内会会長・ＰＴＡ 

会長・市内事業所女 

性役職員数（労働基 

本調査隔年実施）】 

町内会（９４単位町内会） 

  女性会長 １人   

女性副会長２２人 

ＰＴＡ会長 （小学校８校中、中学校５校中） 

女性会長２名 

市内事業所女性役職員は隔年実施のため平成２

８年度実施年ではない。 

 更なる女性の参画推

進に強める必要がある。 

   

② 男女共同参画社会 

づくり推進会議事業 

実施後のアンケート 

調査 

 登別市男女共同参画フォーラム参加者、出前講

座「男性の料理」参加者、男女共同参画の意識把

握するため４年生とその保護者に対してアンケート

を実施した。 

 アンケート回収率を

100％に近くなるように実

施して行きたい。 

 各事業のアンケートを実施

し、事業の参考といて行く。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

③ 調査結果の情報提 

 供 

登別男女共同参画社会づくり推進会議へ結果

報告するとともに情報紙「アンダンテ」に調査内容

の一部を掲載し市民周知をした。 

 

 ホームページ等でアン

ケート結果について公

表する必要がある。 

 各種事業で調査したものにつ

いては、市民へ周知して行く。 

 

１－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・町内会、ＰＴＡ役員にも男女共同に関するチラシを配布することによって意識が向上し女性の参画が進むのではないでしょう

か。 

・市内調査だけでなく、全国や全道等の数値と比較することで、登別市がどの程度の参画状況にあるのかを示した方が、理解を

得やすいのではないでしょうか。 

・女性の職場と云われた看護、保育の現場で働く男性の職場環境等も知りたいと感じます。 

（４）市民団体の育成と普及啓発活動拠点の整備 

市民サービス ① 市民団体の事業支 

援（のぼりべつ男女 

平等参画懇話会及び 

プラタナス） 

 

１－（１）－①に掲載  各女性団体（プラタナス、の

ぼりべつ男女平等参画懇話

会）で開催される事業の支援を

行う。  

 

市民サービス ② 登別市男女共同参 

画社会づくり推進会 

議、のぼりべつ男女 

平等参画懇話会、プ 

ラタナス協働による 

活動 

 

１－（１）－①に掲載  登別市男女共同参画社会づ

くり推進会議主催のフォーラム

を開催する。目標参加数８０名 

 

１－（４） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

 

・今後においても男女共同参画を推進する市民団体の活動や支援の継続を望みます。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

基本的施策２ 男女共同参画に向けた教育・学習活動の推進 

（１）家庭における男女平等の推進 

社会教育 ① 市民生涯学習推進 

講座（家庭教育学級） 

幼稚園、小学校、保護者の連携による各学級の

学習会のほか、全体学習会（講演会）、活動展を

行った。 

学級数：12学級（小学校８学級、幼稚園４学級） 

各学級学習会：41回、1,034名参加 

全体学習会：２回、36名参加 

活動展：５学級参加、67作品 

共働き世代が多いこと

もあり、学習会の参加者

が少ないため、保護者

の参加しやすい時間帯

や日程を含めた開催日

の検討が必要である。 

Ｈ２８年度と同様の内容で

事業を進める。 

 

市民サービス １－（１）－⑧に掲載     

市民サービス ② 女性活躍推進法に基 

づく「ワーク・ライフ・ 

バランス」の理解促進 

１－（１）－⑪に掲載 

 

     

２－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・保護者が参加しやすいよう内容や開催日の検討を期待します。 

・男女が家庭における仕事と生活の調和を図れるように女性の就労、就業継続や男性の家庭、地域への参画に向けた取り組

みが必要ではないかと思います。 

・家庭教育学級やＰＴＡ活動は、子育て世代の男女平等を推進するよい場所となることから、様々なメニューの出前講座

やミニ講座などを提供できるとよいと思います。 

（２）学校における男女平等の推進 

学校教育 

 

 

 

 

① 人権教育等の理解を 

深める図書の購入の 

推進 

読書活動をとおして児童生徒の情操教育を

推進し、人権や性教育、食育、キャリア教育等、

男女共同参画にかかわる図書の選定や購入に

努めた。また、関係図書を児童生徒に紹介した

り教師の指導に活用した。 

特になし Ｈ２８年度と同様の内容で

事業を進める。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

 

 

 

 

 

学校教育 

 

② 人権の尊重、男女相 

互理解と協力の重要

性、家庭生活の大切さ

などに関しての児童

生徒の発達段階に応

じた指導の推進 

小学校、中学校では、人権尊重の考え方を基

本に、日常の様々な教育場面で男女相互理解と

協力の意識を育てる指導を行った。また、学校

によっては、人権擁護委員等の外部関係者の協

力を得て「思いやり」や「人とのかかわり」に

ついて、人権教室を開催した。 

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

 

③ 命の大切さや男女の 

心や体について理解

を深める性教育の実

践 

性に関する指導は、学年別指導計画に基づ

き、保健、理科、学級活動、生活科等の授業時

間に行った。また、一部の学校では、養護教諭、

保健師等による特別授業や講演会を開催し、命

や生き方、心や体について児童生徒とともに考

えた。 

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

④ 児童生徒一人一人 

が自らの生き方を考

え、主体的に進路を選

択する能力、態度を身

に付ける進路指導等

の充実 

道徳や総合的な学習等の授業の中で、人とし

ての在り方や自分の夢や将来等について考え

を深める指導を実践した。中学校では、職場体

験や学校訪問等の体験活動を進路指導に取り

入れ、生徒が主体的に自分の進路について考え

たり、選択できるよう指導工夫に努めた。 

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

 

⑤ 男女を問わず、一人 

一人が健全な食生活

を実現するための能

力を養成する食育の

推進 

健康安全教育の中に、食に関する指導を位置

付けて、正しい知識と望ましい習慣を養うため

の指導に努めた。また、小学校では養護教諭・

栄養教諭との連携を図り、その専門的な指導の

中で、食の大切さについて児童とともに考え

た。 

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

 

⑥ 教職員への男女共同 

参画事業に関する情

人権教育等の理解を深めるよう、道徳教育、

人権教育、性教育、キャリア教育等の研修会の

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

報提供や人権教育研

修への参加促進 

情報を提供した。 

 

 

２－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・「他人を思いやること」、「命を大切にすること」、「人と関わること」の大切さを機会あるごとに指導してほしいです。 

・学校の中で男女平等が児童・生徒の中に定着させるためには、情報提供や参加促進だけではなく研修する機会を設ける

など意識を高めて行くことを望みます。 

・「ＬＧＢＴ」問題など「性」そのものをとらえ直す考え方が広がっていることから、男女平等を推進するためにも、低年

齢から正しい「性教育」を行う必要があると思います。 

（３）保育所や幼稚園等における男女平等の推進 

子育て 

 

 

 

 

① 登別市私立幼稚園協 

会への情報提供  

 

私立幼稚園協会と意見交換及び情報提供を

行った。 

子ども・子育て新制

度へ移行した事業者と

移行していない事業者

が混在しているため、

より情報提供等の機会

を増やすことが必要で

ある。 

Ｈ２８年度と同様の内容で

事業を進める 

  

② 保育士や教諭、保護 

者への研修機会の 

ＰＲ 

保育所・幼稚園それぞれが専門及び合同研 

修会へ出席しており、それらへの積極的な 

参加を促した。 

また、幼稚園協会へ職員研修のための補助 

金を交付した。 

子ども・子育て新制

度へ移行する事業者に

ついては、平成２９年

度より研修のための補

助金を廃止したこと

や、研修受講できる職

員数が限られているこ

とから、幼児教育に関

わる者に対する研修受

講機会を増やすことが

必要である。 

幼児教育に関わる者に対す

る研修受講機会を増やす。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

市民サービス ③女性活躍推進法に基

づく「ワーク・ライフ・

バランス」の理解促進 

１－（１）－⑪に掲載 

 

     

２－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・幼児期から男女の差別なく指導するため保育士や教諭のスキルアップのための研修が必要であると思います。 

（４）科学技術・学術分野における女性の参画拡大の推進追加項目 

市民サービス ① 女子学生や生徒への 

理工系分野に関する

情報提供 

 未実施   国や北海道の関連情報を含

めた情報を収集し情報提供で

きるよう努める。 

 

商工労政 ② 女性研究者の先進的 

事例等についての企

業への情報提供 

 

先進的事例等に特化した情報提供は未実施。 国・道から先進的事

例等に特化した情報提

供（配信データ）はなか

ったが、幅広い分野に

おける女性の参画拡大

の推進に関する情報を

各関係団体や事業所に

発信し、啓発を図る。 

国・道からの女性研究者の

先進的事例並びに幅広い分野

における女性の参画拡大の推

進についての情報を各関係団

体並びに事業所に発信し、啓

発を図る。 

 

２－（４） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・女性の参画拡大のため情報提供に努めることが必要であると思います。 

（５）生涯学習や社会教育における男女平等の推進 

社会教育 ① 市民生涯学習推進講 

座（家庭教育学級）へ 

 の情報提供 

２－（１）－①に掲載 保護者を対象にした

子育てに関する情報提

供や活動支援の充実を

図る。 

H２８年度と同様に事業を進

める。 

 

市民サービス １－（１）－⑧に掲載    
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

社会教育 ② 市民生涯学習推進講 

座（登別ときめき大 

学） 

登別ときめき大学事務局主催の基礎コース

と他団体主催の連携コースで、それぞれ講座を

行った。 

基礎コース講座９回実施（参加者総数 384 名） 

連携コース講座 117 講座登録 

成人世代の参加者数

増加に向けて、事業の

実施内容、開催日等の

検討が必要である。 

H２８年度と同様に事業を進

める。 

 

社会教育 ③ 胆振女性リーダー養 

成研修事業 

胆振管内社会教育共同事業として、地域で活

動している女性を、女性教育の振興と男女共同

参画社会に形成に資することを目的として運

営されている独立行政法人国立女性教育会館

（通称：ＮＷＥＣ[ヌエック] 埼玉県嵐山町）

が開催するワークショップへの派遣と事前事

後研修を行った。 

期 間 ８月 25 日（木）～28 日（日） 

行 程 ３泊４日 

派遣先 独立行政法人国立女性教育会館 

人 員 １名 

３泊４日と長期間の

研修であり人員確保が

難しいため、広報・周知

に努める必要がある。 

H２８年度と同様に事業を進

める。 

 

 

期間 8 月 24 日（木）～27 日（日）  

行 程 ３泊４日 

派遣先 独立行政法人国立女性

教育会館 

人 員 ２名（目標値） 

 

図書館 ④ 図書館の女性資料や 

図書の充実 

女性史関係書 377 冊 

家庭関係（女性関係）書 342 冊 

女性文化関係書 11 冊（H29.6.15 現在） 

資料について市民へ

の周知が十分でなかっ

た。 

引き続き、女性資料の充実

に努めるほか、市民への周知

に努める。 

 

社会教育 ⑤ 市民生涯学習推進講 

座（市民マイプラン講 

座） 

市内の団体が自主的に行う学習会に対し、講

師を派遣した。 

利用団体 10 団体 

更なる活用に向け

て、周知に努める必要

がある。 

H２８年度と同様に事業を進

める。 

 

２－（５） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・胆振女性リーダー養成研修事業や「ヌエック」の事業を知らない人が多いため、もう少し早い時期から周知したらどう

でしょうか。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

（６）地域づくりの人材育成 追加項目 

市民協働 ① 町内会（連合町内会） 

との学習会 

１－（１）－⑫に掲載    

商工労政 ② 企業・市民へのセミ 

ナー等の周知 

 

平成２９年１月２３日から４日間、婦人セン

ターにおいて「介護サービス人材確保対策事業

(婦人センター講座)」を開催し、地域づくりの

人材育成の啓発を図った。 

また、道主催の「女性の活躍推進セミナー」

について、メール等により各関係団体並びに事

業所に発信し、啓発を図った。 

 

介護人材不足解消の

ため、介護サービスへ

の理解啓発を図る。 

「介護サービス人材確保対

策事業(婦人センター講座)」

を開催し、地域づくりの人材

育成の啓発を図る。 

人材育成に関するセミナー

開催情報等について、市内公

共施設へのチラシの設置やメ

ール等により各関係団体並び

に事業所に発信し、啓発を図

る。 

 

市民サービス ③ 広報紙やホームペ 

ージの活用による周

知・普及啓発活動 

 広報のぼりべつ、男女共同参画情報紙「アン

ダンテ」において、掲載周知した。 

 市民が必要としてい

る内容の充実した情報

の提供に努める。 

 広報のぼりべつ、男女共同

参画情報紙「アンダンテ」で

内容の充実した記事を掲載。 

 

社会教育 ④ 胆振女性リーダー養 

成研修事業 

２－（５）－③に掲載 

 

   

２－（６） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・人材確保対策事業などの取組みはとても大切だが、事業自体が十分に知られていなかったように感じます。出産・子育てによ

り家庭にいる女性に対してアクセスできる手法を検討していった方が良いと思います。 

基本的施策３ 女性への暴力やあらゆる権利侵害の防止 

（１）女性への暴力や権利侵害への社会的認識の推進 

市民サービス 

 

① 暴力防止に関する意 

識啓発活動（情報紙や 

パンフレットの活用） 

男女共同参画情報紙「アンダンテ」において、

掲載し啓発を行った。 

若年層を対象とした「デート DV」の街頭啓

発を人権擁護委員との協働により行った。 

 男女共同参画情報紙

「アンダンテ」以外で

も啓発する必要があ

る。 

 広報のぼりべつ、男女共同

参画情報紙「アンダンテ」、市

民サービスだよりで啓発を行

う。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

② 暴力及びストーカー 

行為等被害者に対す 

る保護・支援の推進 

（ワンストップ相談の 

推進、関係機関との 

連絡調整業務） 

 相談者が各窓口に足を運ぶことなく、各窓口

から担当者が相談室へ出向き、情報提供を行う

ワンストップサービスを実施し、関係部署との

連携を図った。 

 職員がＤＶ被害が疑

われるかどうかの視点

を持つ。 

 今後も相談者が各窓口へ足

を運ぶことなくワンストップ

サービスに努める。 

 

税務 ・窓口対応において、本人からの申し出または

遣り取りにより、他部署での相談や手続きが必

要と判断した場合は、早期に担当部署と連携を

取り、ワンストップ相談となるよう努めた。 

また、電話対応においても、窓口対応に準じ

た対応となるよう、市担当から電話連絡するな

ど、相談者の利便が図られるよう努めた。 

・個人情報保護については、当該案件に限らず、

他の案件についても確実な保護を行った。 

特になし これまでの取り組みを、継

続して実践していく。 

 

社会福祉 実績なし    

生活支援 市民サービスグループ（市民相談室）から DV

被害者の情報提供があったものは、生活相談業

務を行い、関係機関と連携を図りながら、必要

に応じて保護を実施した。 

DV 被害が起きてか

ら、時間を要した。 

DV 被害者の相談業務は関

係機関と連携を図り、早期対

応を行う。 

 

子育て 相談件数        0 件 

関係機関への通報等   0 件 

当該業務の外部への

周知を今後検討する。 

  

健康推進 平成２８年度は、子育て中の母親が配偶者か

ら DV を受けた相談（３件）以外には、対応な

し。 

 女性への暴力、ストーカー

等の相談があった場合は、関

係機関と連絡調整をして、必

要な支援を行っていく計画で

ある。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

高齢・介護 実績なし    

障がい福祉 実績なし    

国民健康保険 市民サービスグループ（市民相談室）より情

報提供があったＤＶ被害者について、国保加入

の手続きを行った。なお、必要書類等の案内に

ついては、市民相談担当を通じ、本人へ伝達す

る等の配慮を行った。 

相談件数：１件 

登別市国民健康保険への新規加入件数：１件 

特になし 引き続き、国保加入者等の

異動届時又は保険税等の窓口

相談時にＤＶ被害者であるこ

とを確認した場合、ＤＶ被害

者である旨を証明する書類を

有する方で、ＤＶ被害者の住

所が登別市にあると特定でき

る場合は、被保険者として取

り扱う。 

 

年金・長寿医療 ※平成 28 年度 実績なし    

建築住宅 実績なし ― ―  

学校教育 業務関係機関との連絡調整を密にし、情報の

共有化を図りながら、ＤＶ被害者の保護・支援

の体制づくりに努めた。 

 

特になし Ｈ２８年度と同様の内容で

事業を進める 

 

消防警備 暴力及びストーカー行為等被害者に対する

保護・支援の推進（相談等なし） 

 

 救急出動先等での相談時は

迅速な関係機関等連絡調整。 

 

３－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・ＤＶ相談は問題意識をもって対応することが重要であることから引き続き関係機関との連携を図ることを望みます。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

（２）セクシャル・ハラスメント防止対策の推進 

市民サービス ① 情報紙の発行  広報のぼりべつ、男女共同参画情報紙「アン

ダンテ」において、掲載し情報提供を行った。 

 事例内容を工夫し、

情報を提供して行く必

要がある。 

 広報のぼりべつ、男女共同

参画情報紙「アンダンテ」で

情報提供行う。 

 

商工労政 ② 労働基本調査によ 

り、企業・団体へ継続

して啓発を促進 

隔年実施につき実施なし。 隔年実施につき実施

なし。 

労働基本調査を実施し、企

業・団体へ啓発を図る。 

 

３－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・引き続き窓口周知と広報啓発に努める必要があると思います。 

・様々な要因や人間関係が背後にあるため思い悩んでしまうことの多いハラスメント問題であると言われているので、匿名でも

話をすることができる「相談電話」の存在をこれまで以上に周知する機会を設けてはどうでしょうか。 

（３）配偶者暴力に関する方針  追加項目 

市民サービス １．配偶者等からの暴

力に係る通報、相

談、保護、自立支援

等の体制強化と整備

推進 

① ワンストップ相 

談の推進、関係機 

関との連絡調整業 

務 

 

 

 

 

 

 「DV に関する相談業務等職員研修会」を 

１１月２４日（木）開催し１７名参加した。 

 特定非営利法人ウェメンズネットマサカー

ネ理事佐々木博美氏を講師に招き DV被害者の

支援方法を学び窓口及び相談業務についての

対応を学んだ。 

 DV 相談件数は、２６件あった。 

相談者が窓口へ来庁

時には、DV の自覚がな

い方もいるので、傾聴

し相談内容を把握に努

める。また、研修は人事

異動後の早い時期に開

催をするよう努める。 

 DV に関する相談業務等職

員研修会を５月１８日（木）

開催した。 

来年度においても

年度初めに開催を進

めて行く。 

税務 ３－（１）－②に掲載    

社会福祉 実績なし    

生活支援 市民サービスグループ（市民相談室）が主催

する DV 事案に関する研修会に参加し、相談時

の対応や関係機関との連携調整などについて

理解を得た。また、配偶者等から暴力情報があ

市民サービスグルー

プ（市民相談室）や関係

機関との連携を行い、

情報を密にする必要が

市民サービスグループ（市

民相談室）が主催する研修会

などに参加し、配偶者等から

の暴力に対し適切な対応を速
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

った場合、関係機関と連携を図りながら、必要

に応じて保護を実施した。 

ある。 やかに関係機関と連携調整を

行い、必要に応じて支援する。 

子育て 外部機関にて DV 通告があったものについ

て、児童相談所と連携し対応を図った。 

相談件数 5 件 

関係機関への通報等   5 件 

児童相談所が単独で

対応しているケースも

あるため、すべてのケ

ースについての情報共

有の仕方を今後必要に

応じて検討する。 

  

健康推進 子育て中の母親で、配偶者からの DV の相談

があり、３件に対応している。市民サービスグ

ループ（市民相談室）、子育てグループ等と連絡

調整をして、必要に応じて個別ケース会議を開

催して支援している。 

配偶者からの DV の

場合、支援が長期にわ

たり深刻な事例もある

ため、複数の関係機関

で常時連携をして対応

する必要ある。 

配偶者等からの暴力・暴言

などの相談があった場合は、

速やかに関係機関と連絡調整

をして、必要な支援を行って

いく。 

 

 

高齢・介護 虐待通報が３件あり、早期に介入し問題解決

した。 

妻が夫から受けてい

るＤＶとは反対に、精

神疾患に認知症が併発

し、被害妄想による夫

への精神的虐待も見ら

れるようになってきて

いる。男性の場合、一時

的に保護してもらう所

がなく苦慮する。 

早期対応による早期の問題

解決。 

 

障がい福祉 実績なし    
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

国民健康保

険 

市民サービスグループが主催するＤＶ事案

に関する研修会に参加し、相談時の対応や関係

機関との連絡調整等について理解を深めた。 

特になし 引き続き、市民サービスグ

ループが主催する研修会等に

参加する等、ワンストップ相

談の推進に努める。 

 

年金・長寿医療 ※平成 28 年度 実績なし    

建築住宅 市営住宅の入居者及び入居希望者等からの

相談時において、必要により庁内及び関係機関

との連絡調整を実施している。 

実績なし ―  

学校教育 相談者が一つの窓口で相談や手続きができ

るよう、関係機関担当者と協力して相談に応じ

た。また、その中で、ワンストップ相談の推進

に向けて、関係機関同士の理解と連携が図られ

た。 

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

 

消防警備  実績なし    

市民サービス ② 民間シェルター運 

営助成金 

ＤＶ被害者の一時的保護、相談など再発防止

のための様々な支援等を行う民間シェルター

（ＮＰＯ法人ウィメンズネット・マサカーネ）

に対しシェルター維持管理うち、家賃管理費及

び光熱水費の一部を助成した。 

 今年度も引き続き助成して

行く。 

 

市民サービス ２．配偶者からの暴力に

係る関係機関との連携

強化（児童虐待関連含

む） 

民間シェルター（ＮＰＯ法人ウィメンズネッ

ト・マサカーネ）と連携するとともに情報紙「ア

ンダンテ」等に掲載、情報提供を行った。国、

北海道の啓発等を市民ロビー等に設置した。 

   関係機関からの情報の提供

と市からの発信を引き続き行

って行く。 

 

 

社会福祉 実績なし    
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

生活支援 市民サービスグループと連絡調整を行い、配

偶者から暴力の相談業務などは、必要に応じて

関係機関と連携を図ることができた。 

配偶者からの暴力

は、関係機関と連携を

図ることはできたが、

児童虐待の解決に時間

を要した。 

配偶者からの暴力による相

談業務は、関係機関と連携強

化の構築を目指す必要があ

る。 

 

子育て 市民サービス G にて DV 通告があったもの

のうち、子どもへの虐待等が考えられるものに

ついて、市民サービス G と連携し対応していっ

たもの。 

相談件数        3 件 

関係機関への通報等   3 件 

児童を監護している申請者が配偶者からの

暴力を訴えている場合、当該配偶者の児童手当

の受給資格を職権により消滅させ、申請者に対

して児童手当を支給することができる。 

申請件数０件（相談件数０件） 

当該ケースについて

は、子育てＧ相談窓口

までなかなか繋がらな

いケースも多いと思わ

れるため、市民サービ

スＧとも連携を引き続

き密に行うことと併せ

て、連携段階での当該

制度の周知も今後必要

と考えられる。 

  

健康推進 市民サービスグループ、子育てグループ等と

連絡調整をして、必要に応じて個別ケース会議

を開催して支援している。 

配偶者からの DV の

場合、支援が長期にわ

たり深刻な事例もある

ため、複数の関係機関

により随時、個別ケー

ス会議を開催して、連

携強化を図っていく必

要がある。 

配偶者等からの暴力・暴言

などの相談があった場合は、

速やかに関係機関と連絡調整

をして、必要な支援を行って

いく。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値） その他特記事項 

学校教育 児童虐待関係も含めたＤＶ被害者対応で業

務関係機関との連絡調整を密にし、情報の共有

化を図った。 

特になし ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

 

市民サービス ３．配偶者からの暴力

の防止及び被害者の

保護等に係る広報啓

発活動の推進 

① ＤＶ防止法の周知 

啓発 

３－（３）－２に掲載    

② ＤＶに関する研修 

 会 

３－（３）－１－①に掲載    

③ ＤＶ相談に関する 

市独自のポスター作 

製 

配偶者等からの暴力を容認しないための社

会づくりため、暴力よる被害の相談先及び安心

して支援を受けることができるように意識啓

発や暴力発見等の周知のためポスターを作成

し、公共施設、病院、大型店舗、コンビニエン

スストアーに掲示。 

 ポスター見て相談してくだ

さった方の支援を行う。 

 

図書館 ④関連図書の収集と図

書情報の提供 

ドメスティック・バイオレンス関係書 ９ 

冊（H29.6.15 現在） 

関連資料について、市

民への周知が十分でな

かった。 

引き続き、関連図書の収集

と図書情報の提供を行うとと

もに市民への周知に努める。 

 

３－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・社会経験の乏しい若い世代も、ＤＶ相談窓口等の情報について理解できるよう、広くアプローチしたほうが良いと思います。 

・情報は様々なところから市役所に入ってくると思うので各グループと共有し引き続き、ワンストップ相談の連携対応を望みま

す。 

・若い交際中のカップル間で起きるいわゆる「デートＤＶ」とは、どんなことが当たるのか学校などを通した啓発を行ってみて

はどうでしょうか。 
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目標Ⅱ 男女があらゆる分野に参画することができる社会の実現 

担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

基本的施策１  政策・方針決定の場への参画の促進  

（１）各種審議会等への女性の登用の促進 

人事・行政管理 ① 審議会等委員の女性 

の登用実態調査（平成

３ ４ 年 度 ま で に ４

０％とする） 

平成２９年４月１日時点 

登用率 ２５．７％ 

（内訳）４２組織 

     ６１５名中女性１５８名 

 前年度比０．２％アップ

だが、数年のスパンで見る

と大きくダウンしている。 

登用率 ３０％  

② 審議会等委員の公募 

の推進 

未実施  全庁周知の徹底が図ら

れていなかった。 

 全庁周知を徹底する。  

１－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・まだまだ、各種審議会などへの女性の登用率は少ないと思いますので全庁の周知を徹底し、目標値に向かってほしいで

す。 

・審議会の性質や内容にもよるが、委員は男女に偏りすぎないように意識的に配慮していく必要があると思います。 

（２）政策・方針決定の場への女性の参画の拡大 

人事・行政管理 ① 審議会等委員の公募 

の推進 

未実施  全庁周知の徹底が図ら

れていなかった。 

 全庁周知を徹底する。  

市民サービス 

( 実施Ｇは

社教教育) 

② 胆振女性リーダー養 

成研修後の男女共同

参画事業の推進活動

への参加 

 研修へ参加された方が登別市男女共同参画

社会づくり推進会議委員として活動を行った。 

 研修へ参加された方へ

の情報提供を行う。 

 各種事業の推進に向けて活

動を行って行く。 

 

１－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

 

・まだまだ、各種審議会などへの女性の登用率は少ないと思いますので全庁の周知を徹底し、目標値に向かってほしいで

す。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

基本的施策２ 地域活動おける男女共同参画の促進 

（１）地域社会における男女平等の意識づくりの促進 

市民サービス ① 情報紙やパンフレッ 

トの活用 

 広報のぼりべつ、男女共同参画情報紙「アン

ダンテ」に掲載し情報の周知を行った。 

   今年度も広報紙等を活用し

て周知を行う。 

 

市民協働 ② 地区連合町内会等へ 

の情報提供、参加呼び

かけの強化 

 情報提供等行った実績はありません。     地区連合町内会

への情報提供は、市

連町役員会で行う

ことができる。 

市民協働 ③ 町内会（連合町内会） 

との学習会 

 １－１－（１）－⑫に掲載      

２－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・町内会だけでなく、各イベントやマチづくり活動に携わる女性の情報収集を行うと、男女共同参画に関心の高い、新たな人材

を見つけられるのではないでしょうか。 

・人口減少が進む登別市において、老若男女を問わずに、すべての人が活躍しなければ、地域は成立しないという住民の自覚を

高める啓発が必要であると思います。 

 

（２）地域活動に参画できるための環境整備の促進 

商工労政 ① 商工会議所との連携 

による企業等への情

報提供 

 商工会議所への情報提供及びチラシの配布・

設置により会員企業への周知を実施 

 市が実施する企業への

周知メール及び商工会議

所への情報提供による手

法を実施しているが、全て

の企業に迅速に行き渡る

情報提供手段がない。 

 引き続き商工会議所への情

報提供及びチラシの配布・設

置により会員企業への周知を

実施するとともに、市が実施

する企業周知メールの受信者

数の累増を図る。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

子育て ② 仕事と育児両立支援 

事業（ファミリーサポ

ートセンター） 

・依頼会員 ８１８ 人 

・提供会員 １７２ 人 

・両方会員 １５４ 人 

・活動状況 ２，５３３人 

（預かり延べ人数）   

・活動総時間 ３，６３６時間 

 利用者は年々増加して

おり、更なる利用促進のた

め、周知に努めることが必

要である。 

  

社会教育 ③ 市民マイプラン講座 

による支援 

・市内の団体が自主的に行う学習会に対し、講

師を派遣した。 

利用団体 10 団体 

更なる活用に向けて、周

知に努める必要がある。 

Ｈ28 年度と同様に事業を

進める。 

 

障がい福祉 ④ 障がい福祉サービス 

等に関する情報提供 

・「福祉のしおり」の配布 

・「障がいのある方の就労相談窓口」の実施周知 

・高額障害福祉サービス等の給付に関する制度

周知 

 就労相談窓口の利用件

数が少ないことから、利用

促進を図るため、更なる周

知に努めることが必要で

ある。 

   

２－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・更なる継続を望みます。 

・様々な立場や生活状況の人たちが活動できるようにするために、参加要件・時間などを緩やかにした組織づくりが必要である

と思います。 

（３）防災分野における男女平等の推進 追加項目 

総務 ① 自主防災組織におけ 

る女性の参画促進 

 自主防災組織等が開催する研修会等におい

て、災害時に必要な備蓄品や避難所での暮らし

等の講義を５回開催し延べ２２６人が参加し、

女性視点の防災の取り組みの重要性を伝えた。

また、のぼりべつ女性防災ネットワーク会議に

出席した。 

 特になし  今年度も昨年度と同様に、

研修会等の場で自主防災組織

等での男女共同参画の必要性

の啓発を行う。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

総務 ③ 男女のニーズの違い 

に配慮した防災知識の 

普及啓発 

コミュニティラジオ（FM びゅー8 月）を活

用して、女性の視点を防災に生かすことの重要

性について放送した。 

広報のぼりべつ 8 月号において、女性の視点

を防災に生かすことの重要性について掲載し

た。 

 特になし  今年度も昨年度と同様に、

コミュニティラジオや市広報

を用いて、防災の観点から男

女のニーズに配慮することの

重要性を市民に周知する。 

 

市民サービス ④ 女性の視点を活かし 

た防災活動の促進 

 のぼりべつ女性防災ネットワーク会議にお

いて、熊本地震の被災地の現状と有事の際に

「自助としてできること」また、「いぶり女性有

志の会」との意見交換などを 3 回開催した。 

 「自助としてできるこ

と」を取りまとめました

が、市総務グループで「の

ぼりべつ防災タウンペー

ジ」を発行しており予算

上、成果物の作成に至って

いない。 

「女性の視点」、「男女共同参

画の視点」を活かし地域全体

の防災力を高めて活動して行

く。 

 

消防総務 ⑤ 女性消防団員の入団 

促進 

 女性消防団員の入団促進 

入団数 １名 

 仕事等の理由により退

団者が３名いた。 

 定数２０名に向けて更なる

入団促進 

 

２－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・更なる継続を望みます。 

基本的施策３ 家庭における男女共同参画の促進  

（１）家庭生活への男性の参画促進 

市民サービス ① 情報紙「アンダンテ」 

や広報紙による啓発 

 登別市男女共同参画社会づくり推進会議の

事業等についての報告や、社会問題等を取り上

げ、子どもや女性に関する主な施策等について

掲載し周知した。 

 男女共同参画の主旨を

理解してもらえるよう掲載内

容を厳選する必要がある。 

 

 今年度も情報等について発

信して行く。 

 



24 

 

担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

社会教育 ② 市民生涯学習推進講 

座（家庭教育学級） 

１－２－（１）－①に掲載 働いている保護者や父

親でも参加しやすい学習

会テーマや時間帯、日程を

含めた開催の検討が必要

である。 

Ｈ28 年度と同様に事業を

進める。 

 

健康推進 ③ 男性のための研修会 

開催 

 男性のための料理教室を年 1 回実施し、14 名

が参加した。 

 参加者が既存の男性料

理サークルのメンバーに

固定化され、新規の参加者

がない状況が続いている。 

対象者の見直しを行い、平

成 29 年度から、計画を変

更した。 

 子育て中の若い父親を対象

に年 1 回男性料理教室を実施

する。 

 家族で参加し、父親が作っ

た料理を食べる昼食会も実施

する。 

 昨年までの対象者に対して

は男性料理サークルへの支援

という形で継続実施する予

定。 

 

市民サービス ④ 企業関係や団体など 

へ女性活躍推進法に

基づく情報提供 

商工労政グループ等及びプラタナス、のぼり

べつ男女平等参画懇話会へメール及び郵送等

で情報提供を行った。 

 

   引き続き情報提供を行う。  

商工労政  道主催の「女性の活躍推進セミナー」・女性活

躍推進法「見える化」サイトについて、メール

等により各関係団体並びに事業所に発信し、啓

発を図った。 

 配信事業所の累増によ

る啓発の推進 

 最新情報をメール等により

各関係団体並びに事業所に発

信し、啓発を図る。 

 

３－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・ワーク・ライフ・バランスにかかる男性の研修会の内容の充実を望みます。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

（２）男性を対象とした学習機会の充実 追加項目 

市民サービス ① 学習会の開催（男性 

の料理教室） 

１－１－（１）－⑧に掲載    

市民サービス ② 情報紙、パンフレッ 

ト、リーフレット等を

活用した広報・啓発活

動 

１－２－（６）－③に掲載    

図書館 ③ 関連図書の収集と図 

書情報の提供 

男女共同参画のための専門誌「月刊 We 

learn」(日本女性学習財団発行)の継続購読を行

った。 

関連資料の市民への周知

が十分ではなかった。 

引き続き、関連資料の収集・

図書情報の提供と市民への周

知に努める。 

 

３－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・ワーク・ライフ・バランスにかかる男性の研修会の内容の充実を望みます。 

基本的施策４ 国際交流の推進 

（１）先進的な国との交流促進 

企画調整 ① デンマーク友好都市 

中学生派遣交流事業 

 登別市の中学生を友好都市のデンマーク王

国ファボー・ミッドフュン市に派遣し、青少年

との交流や日本とは異なる生活・文化の体験を

通じ、生徒の豊かな人間性と広い視野を育むと

ともに、ファボー・ミッドフュン市との交流を

推進し、中学生８名、引率２名を派遣した。ま

た、帰国後市主催による体験報告会実施した。 

 市立中学校からの応募

者数が、２年続けて定員数

を下回っているため、より

周知を徹底する必要があ

る。 

【派遣人数】 

中学生９名、引率者２名 

 

企画調整 ②国際交流推進事業  なし      

４－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・更なる継続を望みます。 
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担当グループ  主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画(目標値) その他特記事項 

（２）市内や近郊に居住する外国人との交流の促進 

企画調整 ① 国際交流推進事業 市民の国際理解を深めるため、講師として留

学生や外国語指導助手などを招き、講座を５回

開催し延べ１３０名参加した。 

国際理解講座開催の周

知徹底 

講師の確保 

国際理解講座の開催 

（年５回）  

目標参加人数：１００人 

 

４－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・更なる継続を望みます。 

・小中学校に派遣されているＡＬＴ（英語指導助手）を活用して、海外での男女共同参画の現状を話してもらうミニ講座などの

開催もよいと思います。 

 

目標Ⅲ 雇用等の分野における男女平等の実現 

担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

基本的施策１ 男女が安心して働き続けることのできる社会の実現 

（１）男女平等の観点に立った職場環境の整備の促進 

商工労政 ① 女性活躍推進法の周 

知、啓発 

 道主催の「女性の活躍推進セミナー」・女性活

躍推進法「見える化」サイトについて、メール等

により各関係団体並びに事業所に発信し、啓発を

図った。 

 配信事業所の累増に

よる啓発の推進 

 最新情報をメール等により各

関係団体及び事業所へ発信し、啓

発を図る。 

 

商工労政 ② 企業等への情報提供 

（労働関係法の周知） 

 国や道、関係機関等が発行したパンフレットを

公共施設に設置するとともに、関連通知につい

て、広報紙やメール等により各関係団体及び事業

所へ情報提供した。 

 配信事業所の累増に

よる啓発の推進 

 国や道、関係機関等が発行した

パンフレットを公共施設に設置

するとともに、関連通知につい

て、広報紙やメール等により各関

係団体及び事業所へ情報提供し、

啓発を図る。 

 

商工労政 ③ 労働相談事業の実施  労働者の生活向上や職場環境の改善、労働問題

解決のため、専門的な立場から連合北海道登別地

区連合会が行う労働相談を支援した。 

 労働相談事業の周知

拡大 

 労働者の生活向上や職場環境

の改善、労働問題解決のため、専

門的な立場から連合北海道登別
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

相談件数：９件 

主な相談内容：賃金関係、雇用契約関係、有給休

暇等 

地区連合会が行う労働相談を支

援するとともに、広報紙等を通じ

て労働相談の周知を図る。 

商工労政 ④ ハローワークとの連 

携による求人情報の提 

 供 

 各支所や市民会館、登別市地域職業相談室「ジ

ョブガイドのぼりべつ」に求人一覧表を設置した

ほか、市役所本庁舎ロビー及びハローワーク室蘭

がジョブガイドのぼりべつに設置した自己検索

用パソコンによる求人情報提供等を行った。 

 登別市地域職業相談

室「ジョブガイドのぼり

べつ」の利用者の累増に

よる活用の推進 

 各支所や市民会館、登別市地域

職業相談室「ジョブガイドのぼり

べつ」に求人一覧表を設置したほ

か、市役所本庁舎ロビー及びハロ

ーワーク室蘭がジョブガイドの

ぼりべつに設置した自己検索用

パソコンによる求人情報提供等

の促進を図る。 

 

商工労政 ⑤ 労働基本調査（隔年 

実施）及び活用 

１－３－（２）－②に掲載    

商工労政 ⑥ ワーク・ライフ・バラ 

ンスの啓発 

 ①平成２９年１月２３日から４日間「介護サー

ビス人材確保対策事業」を実施し、啓発を図ると

ともに仕事と子育ての両立を目指す女性を支援

した。 

②平成２９年２月２３日に「ワーク・ライフ・

バランス実践講座（マザーズハローワーク就職支

援事業）」を実施し、女性の就職に向けた支援や

各種子育てに対する支援制度を紹介した。 

 介護人材不足解消の

ため、介護サービスへの

理解啓発を図る。 

①「介護サービス人材確保対策

事業」を実施し、啓発を図るとと

もに仕事と子育ての両立を目指

す女性を支援する。 

②「ワーク・ライフ・バランス

実践講座（マザーズハローワーク

就職支援事業・働き方改革関連事

業）」、女性の就職に向けた支援や

各種子育てに対する支援制度を

紹介し、啓発を図るとともに仕事

と子育ての両立を目指す女性を

支援する。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

１－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・ワーク・ライフ・バランスに関心の高い事業所情報があると求職活動がしやすいと思う。また、北海道などの表彰制度を

活用してほしい。 

・女性活躍推進法の趣旨を事業所等に周知し、具体的な対策に取組む事業所があれば、広報等で大いに取り上げ、市内全体

の機運を高めて行く必要があると思います。 

（２）非正規雇用者の権利確保のための環境整備の促進 

商工労政 ① 労働相談事業助成に

よる啓発及び労働相談 

（１）－③に掲載    

商工労政 ② 登別市地域職業相談

室「ジョブガイドのぼ

りべつ」の設置 

 登別中央ショッピングセンター・アーニス内に

設置し、就労等に関する相談や求人情報の提供を

行った。 

 登別市地域職業相談

室「ジョブガイドのぼり

べつ」の利用者の累増に

よる活用の推進 

 登別中央ショッピングセンタ

ー・アーニス内に設置し、就労等

に関する相談や求人情報の提供

を行い、活用促進を図る。 

 

１－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・求人情報の啓発の継続。 

（３）農林水産業や商工業など自営業における男女共同参画の促進 

農林水産 ① 農業経営者へ家族経 

営協定の情報提供 

 各種情報誌やパンフレットなどを農業経営者

に提供した。 

 情報周知の機会が限

られていた。 

 各種情報誌やパンフレットな

どを農業経営者に提供するほか、

本庁舎１階ロビー等に掲示し、周

知を強化する。 

 

農林水産 ② 農 ・漁業関係の女 

性施策の新たな取組

みの情報提供 

 各種情報誌やパンフレットなどを農業者や漁

業者に提供した。 

 情報周知の機会が限

られていた。 

 各種情報誌やパンフレットな

どを農業者や漁業者に提供する

ほか、本庁舎１階ロビー等に掲示

し、周知を強化する。 

 

商工労政 ③ 女性の起業促進  商工会議所や地域金融機関と連携し、起業応援
セミナーを２回実施（市主催）。 
・２月１８日（土） 
・２月２２日（水） 

 起業支援の周知を通
した、起業を考える方の
掘り起こし。 

 商工会議所と連携した起業支

援を実施する。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

商工労政 ④ 経営者の意識改革促 

進に向けた情報提供 

 企業へメール配信のほか、アーニスにチラシを

設置し、情報提供を行った。 

配信事業所の累増に

よる啓発の推進。 

 メール配信先企業の累増とと

もに、アーニスや市内公共施設で

のチラシの設置などにより情報

提供を図る。 

 

１－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・起業応援セミナーの起業の内容と参加人数及び起業を考えている女性の人数を掲載して欲しいです。 

・更なる継続を望みます。 

基本的施策２ 男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） 

（１）就業に関する能力開発のための環境整備の促進 

図書館 ① 女性の就労促進に向 

けた図書の充実 

「女性の職業のすべて 2017 年版」等、就労や資

格に関連する資料を購入した。 

アーニス分館にコー

ナーがあることの周知

が十分でなかった。 

引き続き、女性の就労促進に向

けた図書館の充実と、市民への周

知に努める。 

 

商工労政 ② 職業訓練校実施事業 

の紹介 

 職業訓練校と連携のもと、実施事業を紹介し、

訓練生の募集等を広報紙に掲載した。 

 訓練生の累増  職業訓練校と連携のもと、実施

事業を紹介するとともに、訓練生

の募集等を広報紙に掲載し、訓練

生の累増を図る。 

 

子育て ③ ひとり親家庭等自立 

支援給付金事業（自立

支援教育訓練給付金・

高等職業訓練促進給

付金) 

 ・自立支援教育訓練給付金 

 母子家庭の母及び父子家庭の父が自主的に行

う職業能力開発を促進するため、指定講座を受講

し職業能力開発を行う者に対して、教育訓練終了

後に自立支援教育給付金を支給する。 

給付件数０件（相談件数２件） 

・高等職業訓練促進給付金 

 母子家庭の母及び父子家庭の父の訓練受講中

の生活安定を図るため、資格取得後就労が見込ま

れる１年以上の養成機関で修業する場合に、一定

 利用者がいなかった

ため、より周知徹底が必

要である。 

 H２８年度と同様に事業を進

める。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

の期間高等職業訓練促進給付金を支給する。 

給付件数０件（相談件数４件） 

子育て ⑤ 母子・父子自立支援 

員兼家庭相談員によ

るひとり親家庭への

支援 

・母子・父子自立支援員が胆振総合振興局やハロ

ーワークと連携し、就労に結びつく資格取得等、

就労の可能性を高めるための各種支援を行い、ひ

とり親の自立を促進した。 

 他の関係機関との連

携を深めるとともに、よ

り多くのひとり親家庭

への有益な情報提供等

を行うため、引き続き周

知に努めることが必要

である。 

 H２８年度と同様に事業を進

める。 

 

図書館 ⑤ 女性労働問題図書の

充足と改善 

（１）－①に掲載    

２－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・ワーク・ライフ・バランスという言葉自体があまり知られていないようで（意味も含め）今後も周知をお願いします。 

（２）女性の再就業に関する情報の提供 

商工労政 ① 婦人センター事業  ①平成２９年１月２３日から４日間「介護サー

ビス人材確保対策事業」を実施し、啓発を図ると

ともに仕事と子育ての両立を目指す女性を支援

した。 

②平成２９年２月２３日に「ワーク・ライフ・

バランス実践講座（マザーズハローワーク就職支

援事業）」、女性の就職に向けた支援や各種子育て

に対する支援制度を紹介した。 

 介護人材不足解消の

ため、介護サービスへの

理解啓発を図る。 

①「介護サービス人材確保対策事

業」を実施し、啓発を図るととも

に仕事と子育ての両立を目指す

女性を支援する。 

②「ワーク・ライフ・バランス実

践講座（マザーズハローワーク就

職支援事業・働き方改革関連事

業）」、女性の就職に向けた支援や

各種子育てに対する支援制度を

紹介し、啓発を図るとともに仕事

と子育ての両立を目指す女性を
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

支援する。 

商工労政 ② ハローワークとの連

携による求人情報提供 

 各支所や市民会館、ジョブガイドのぼりべつに

求人一覧表を設置したほか、市役所本庁舎ロビー

及びハローワーク室蘭がジョブガイドのぼりべ

つに設置している自己検索用パソコンにより、求

人情報を提供した。 

 求人情報提供等によ

る活用の促進 

 各支所や市民会館、登別市地域

職業相談室「ジョブガイドのぼり

べつ」に求人一覧表を設置したほ

か、市役所本庁舎ロビー及びハロ

ーワーク室蘭がジョブガイドの

ぼりべつに設置した自己検索用 

パソコンによる求人情報提供等

により、活用促進を図る。 

 

商工労政 ④ 関係機関との連携に 

よる、結婚、出産、育

児、介護等での離職者

等に対する再就業に

向けた学習支援や相

談 

（２）－①に掲載    

２－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・参加者が集まるように周知の工夫を図る必要があると思います。 

（３）起業家を目指す女性への支援 

商工労政 ① 産学官ネットワーク 

の活用 

 

 

１－（３）－③に掲載    
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

商工労政 ② 職業訓練校実施事業 

の紹介＜再掲＞ 

（１）－②に掲載    

２－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・更なる周知等の工夫を図る必要があると思います。 

・事業の継続を望みます。 

 

目標Ⅳ 健康的な生活を生涯にわたって送られる社会の実現 

担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

基本的施策１ 全ての人が健康で安心して暮らせる環境の整備 

（１）女性の健康づくりのための意識の啓発の促進 

年金・長寿医療 ① 乳幼児医療 

費助成事業 

 小学校就学前の乳幼児の、通院・入院・指定訪問看護

の医療費に係る自己負担額の全部又は一部の金額を助

成。 

小学生の入院・指定訪問看護の医療費に係る自己負担

額の全部又は一部の金額を助成。 

平成２９年３月末現在の受給者数 ３，８２８名 

(就学前乳幼児：２，０１２名 小学生：１，８１６名) 

 特になし  H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

年金・長寿医療 ② ひとり親家

庭等医療費助

成事業 

 ひとり親家庭等の母又は父の入院・指定訪問看護の医

療費に係る自己負担額の全部又は一部の金額を助成。 

ひとり親家庭等の児童の通院・入院・指定訪問看護の

医療費に係る自己負担額の全部又は一部の金額を助成。 

平成２９年３月末現在の受給者数 １，４８６名 

(母又は父：５９８名 児童：８８８名) 

 特になし  H２８年度と同様に事業を

進める。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

健康推進 ③ 若い世代の 

健康診査 

 平成 28年度より、しんた 21 で実施する集団検診方式 

に加え、JCHO登別病院での個別検診方式も導入した。 

集団検診は定員 120人中受診者数 112人、個別検診は 

定員 40人中受診者数 17人の実績であった。 

 個別検診方式を導入した

ことで、全体の受診数は平

成 27 年度の 108 人から 129

人に増加している。 

 受診者のうち有所見者が

半数以上おり、若い世代か

らの生活習慣病予防が重要

と考えられるため、受診数

の増加に向けて、周知に努

める。 

 集団検診：定員 120 人 

 個別検診：定員 50人 

 

健康推進 ④ 健康増進事 

 業 

子宮頸がん検診  

～受診数 754人 

乳がん検診～受診数 910人 

 若い世代のがん発見もあ

り、定期的ながん検診の受

診勧奨に努める。 

 子宮頸がん検診は 20～39歳、

乳がん検診は 40～60 歳（各々

無料クーポン券対象者を除く）

に個別勧奨通知を送付し、受診

数増加を目指す。 

     

１－（１） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・検診の周知に努められるよう望みます。その結果、検診の人数も増えていくように思います。 

・事業の継続を望みます。 

（２）リプロダクティブ・ヘルス／ライツの考え方の普及促進 

健康推進 ① すこやかマ 

タニティ教室 

実施回数 ・1日コース：年 3回 

・2日コース：年 4 回 

参加者 妊婦：実 61人 延 90 人 

夫 ：実 49 人 

夫の妊婦疑似体験では妻の

妊娠後期の体の負担感を体

感でき、好評であり、今後も

継続していく。 

・1日コース：年 3 回 

・2日コース：年 4 回 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

健康推進 ② 思春期教室 市立中学校（５中学校）の２年生を対象に実施。 

実：３３５名 

 

 

実施後のアンケートでは、

「赤ちゃんの抱き方・妊娠

生活の大変さが分かった」

「妊婦さんをサポートした

い」などの感想が多く寄せ

られ、今後も継続していく。 

市立中学校（５中学校）の２年

生を対象に実施していく。 

 

１－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・英語のカタカナ読みではなくわかり易い日本語で表記すべき、伝わるものも伝わらないと思います。 

・すこやかマタニティ教室は、夫の参加も多いようで良いことだと思います。今後も男性の参加が定着して、そこから多方面への男性参画

の足がかりに繋がると良いと思います。 

 

（３）全ての人が安心して暮らせる体制づくりの促進 

高齢・介護 ① 福祉サービ

スや介護体制

の整備充実 

市内の事業所に対し介護保険制度の改正等に係る情報

等を提供し質の確保を図った。 

のぼりべつケアマネ連絡会に情報提供等で必要時に参

加し、介護の現場の情報交換等を行うように努めた。 

地域包括支援センター主任介護専門員による各ケアマ

ネへの指導助言（困難事例へ対応・ケアプラン作成等）

を行い、介護サービス体制の充実に努めた。 

緊急通報システム設置事業を行い、高齢者の日常生活

の不安解消及び人命の安全を確保した。 

設置台数：３１７台 

   市内の事業所に対し介護保

険制度の改正等に係る情報等

を提供し質の確保を図る。 

のぼりべつケアマネ連絡会

に情報提供等で必要時に参加

し、介護の現場の情報交換等を

行うように努める。 

地域包括支援センター主任

介護専門員による各ケアマネ

への指導助言（困難事例へ対

応・ケアプラン作成等）を行い、

介護サービス体制の充実に努

める。 

緊急通報システム設置事業

を行い、高齢者の日常生活の不
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

安解消及び人命の安全を確保

する。 

目標設置台数：３４４台 

高齢・介護 ② 介護相談窓 

口の充実 

市役所介護保険担当窓口のほか、高齢者の生活を総合

的に支えていくための拠点である、市内３箇所の地域包

括支援センターの周知を民生委員や町内会等に行いその

充実に努めた。 

市内３箇所の地域包括支援センターに社会福祉士、保

健師、主任介護支援専門員を配置し、高齢者の健康や生

活に関すること、家族の方の介護に関することなど様々

な相談に応じ、高齢者に関する総合的な支援を行った。 

   市役所介護保険担当窓口の

ほか、高齢者の生活を総合的に

支えていくための拠点である、

市内３箇所の地域包括支援セ

ンターの周知を民生委員や町

内会等に行いその充実に努め

る。 

市内３箇所の地域包括支援

センターに社会福祉士、保健

師、主任介護支援専門員を配置

し、高齢者の健康や生活に関す

ること、家族の方の介護に関す

ることなど様々な相談に応じ、

高齢者に関する総合的な支援

を行う。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

高齢・介護 ③ 介護及び介 

護予防に係る

地域支援事業

の推進 

要支援・要介護になるおそれのある高齢者を対象に次

の介護予防事業（かろやか体操教室など）を実施した。 

・かろやか教室(通所型介護予防教室) 

・かろやか体操学習会 

・健康教室・健康相談 

・訪問指導 

かろやかポスターの配布及び広報のぼりべつにより 

「かろやか体操」の市民周知を図った。 

 通所型介護予防教室を実

施し参加者からは好評をい

ただいているが、参加者数

が少ない。 

概ね６５歳以上の高齢者に

対し次の介護予防事業を実施

する。 

・介護予防把握事業 

閉じこもり等の何らかの支援

を必要とする高齢者を発見し、

必要な支援につなげる。 

・地域介護予防活動支援事業 

地域の介護予防活動を支援す

る。 

・介護予防普及啓発事業 

体操ＤＶＤ・マニュアルの配

布、広報のぼりべつで介護予防

の市民周知、健康教室、健康相

談など。 

 

高齢・介護 ④ アンケート 

調査結果の情

報提供（介護

３ヵ年計画策

定の前年に実

施） 

     〇第７期介護保険事業計画

策定に向けて、介護予防日常生

活圏域ニーズ調査、施設整備介

護サービス意向調査、在宅介護

実態調査を実施する。 

 

１－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

 

・家庭介護も施設介護も女性の負担が、まだまだ大きいと思います。介護職が意見交換をしながら、負担の軽減や解決策に向けた取組が出

来ないか検討していくと良いと思います。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

（４）総合的な環境保全対策の推進 

環境対策 ① 環境講演会 

の開催 

 ＮＰＯ法人キウシト湿原・登別理事長の堀本 宏 氏

を講師に迎え、「キウシト湿原保護から考える市内の環境

保全について」をテーマに、キウシト湿原の特徴・特異

性や、湿原に生息する生き物などについて、スライドを

交えながらお話をいただき、環境保全についての理解を

深めることを目的として実施した。 

〈開催日時・場所〉 

平成 29 年１月 26 日（木）午後６時～クリンクルセンタ

ー市民ギャラリー 約 100名参加 

 標記講演会へより多くの

市民等が参加いただくよ

う、より広報周知活動が必

要と考える。 

 地球温暖化の防止や環境保

全をテーマとして開催予定。 

 

環境対策 ② 環境保全市 

民会議での啓

発活動 

(1)登別市環境保全市民会議の開催 

平成 28年度については、次の議題で３回開催した。 

【第１回】「登別市温暖化対策実行計画（区域施策編）に

ついて」「し尿処理手数料及び浄化槽汚泥処分手数料の改

定について」平成 28 年 9 月 6 日(火)18 時～クリンクル

センター２階研修室 

【第２回】「環境ポスターの審査について」「子ども環境

家計簿（夏休みバージョン）の実施状況について」「環境

講演会について」平成 28年 10 月 12日(水) 

18 時～市民会館２階中ホール 

【第３回】「廃棄物処理施設（クリンクルセンター）の今

後について」「子ども環境家計簿（冬休みバージョン）の

実施状況について」「登別市温暖化対策実行計画（区域施

策編）について」平成 29年 2月 24日(金) 

18 時～クリンクルセンター２階研修室 

(2)小学生による環境ポスターの募集及び環境ポスタ

(1) 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)より多くの児童が応募

(1)前年度並みの開催回数を予

定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)前年度と同様の事業実施
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

ー展の開催 

市内の小学生を対象として、夏休み期間中、環境に関す

るポスターを募集。応募総数 261 点の中から優れた作品

22 点を選考し表彰式を実施した。 

【表彰式】平成 28 年 11月 10 日(木） 

16 時～アーニス１階中央ホール 

【受賞作品展示】平成 28年 11 月 10日(木)～13 日（日）

アーニス１階中央ホール 

するよう、より広報周知活

動が必要と考える。 

を予定 

環境対策 ③ 二酸化炭素 

削減に関する

啓発 

(1)こども環境家計簿「夏・冬休みバージョン」の実施 

地球温暖化の防止及び環境保全意識の向上を図るため、

市内小学校の児童を対象として配布。取組率は夏休み

77.5％、冬休み 78.9％であった。 

(2)登別消費生活展での環境家計簿の啓発活動 

登別消費者協会主催事業である「登別消費生活展」にブ

ースを出店。環境家計簿やごみの減量・リサイクルなど

の啓発を実施した。 

平成 28年 10月 14 日(金)12 時～16 時 

15 日(土)10 時～15 時(２日間)市民会館２階中ホール 

 (1)より多くの児童とそ

の親が取り組むよう、より

広報周知活動が必要と考え

る。 

 

(2)より多くの来場者が、

地球温暖化の防止と環境保

全意識の向上に取り組んで

もらうよう、より広報周知

活動が必要と考える。 

(1)(2)とも、前年度と同様の事

業実施を予定 

 

環境対策 ④ 資源回収団 

体奨励金支給

事業 

 町内会や子供会などで日常生活の中において排出され

る新聞紙や金属類・ビン類等を再生資源として回収。併

せてごみの減量や地域の環境保全に努めた。 

〈申請団体数〉85団体 

〈うち婦人団体数〉３団体 

 より市民が、資源のリサ

イクルやその有効活用など

に関心を持ってもらうよ

う、より広報周知活動が必

要と考える。 

 前年度と同様の事業実施を

予定 

 

１－（４） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・男女共同参画社会づくりとの関係性に弱いように感じるので、実施計画からの削除を検討してもいいのではないかと思います。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

基本的施策２ 子育て支援体制の充実 

（１）保育サービスの環境整備の促進 

子育て ① 休日保育事 

 業 

保育所の閉所日である日曜及び祝日に、市内１カ所 

の拠点保育所で平日と同内容の保育を実施 

・実施場所：富士保育所 

・延べ利用人数：５５人 

・延べ利用日数：１１９日 

 市内１カ所の拠点保育所

で実施しているため、利用

児童の性格がわからないこ

とや、伝達がうまくいかな

いことがある。 

 H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

子育て ② 普通保育所 

運営管理事業 

就労等の理由により、保育を必要とする児童を預か 

り、保育を実施 

・実施場所：市内５保育所 

富士保育所 ：１０４人 

鷲別保育所 ：１００人 

栄町保育所 ： ８７人 

幌別東保育所： ９６人 

登別保育所 ： ４８人 

  計    ４３５人 

※Ｈ２９．３．１現在 

短時間勤務職員の勤務形

態や代替保育士の勤務時間

制限、及び職員の代休取得

のため、時間帯や曜日によ

って保育士確保に苦慮する

ことがある。 

 H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

子育て ② 障害児保育 

事業 

専任の保育士を配置し、障がいのある子どもや発達に

不安のある子どもの受け入れ、保育を実施 

・実施場所：市内５保育所 

富士保育所 ：１０人 

鷲別保育所 ： ５人 

栄町保育所 ： ７人 

幌別東保育所： ７人 

登別保育所 ： ０人 

   計    ２９人 

新入所児については、入

所後に障がいが疑われる児

童もおり、加配対応が困難

な場合がある。 

 

加配対象児童に対し、担任

変更をせざるを得ない場

合、保護者に対して、伝えに

くい場合がある。  

 H２８年度と同様に事業を

進める。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

※Ｈ２９．３．１現在 

子育て ③ 保育所広域 

入所事業 

勤務地などの理由から、保護者が他市町村の保育所の

利用を希望する際、他市町村の保育所に保育を委託（同

様に受託事業もあり） 

・実施場所：ほくと保育園 

入所人数：１人 

・実施場所：みどり保育園 

入所人数：２人 

・実施場所：常盤保育園 

入所人数：１人 

※いずれも室蘭市 

 利用希望者は、すべて市

内保育所で受け入れができ

るよう、保育士確保などの

受入態勢の整備について、

引き続き実施する必要があ

る。 

 H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

子育て ④ 保育所特別 

保育事業実施

事業（交流事

業・あそびの

広場・延長保

育・乳児保育） 

 交流事業 

入所児童を対象に地域住民との交流を実施 

老人施設訪問等世代間交流 

・実施場所：市内５保育所 

異年齢交流 

・実施場所：鷲別保育所及び幌別東保育所 

あそびの広場 

中央と登別の子育て支援センターにおいて、地域の乳

幼児とその保護者等を対象に、子どもとの関わりや遊び

方を指導し、育児不安の解消を図るとともに、親子のふ

れあいや親同士の交流を実施 

・実施場所：中央子育て支援センター及び登別子育て支

援センター 

交流先の事情により交流

事業が不可能となった場

合、新たな交流先を探すの

が困難な場合がある。 

 

 

 

自由参加可能なメニュー

の場合は参加者が多く、実

施に支障をきたす場合も考

えられるため、室内で実施

する講座等については、申

込制の導入検討が必要であ

 H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

 

 

 

 

H２８年度と同様に事業を

進める。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

延べ利用人数 ：２１７組 

(親：２１７人 子：２１７人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長保育 

保育時間の延長ニーズに対応するため、全保育所で開

所時間を１時間（午後 6 時 15 分から午後 7 時 15 分）延

長して保育を実施 

実施場所：市内５保育所 

延べ利用人数： ７０９人 

延べ利用日数：３,２３１日 

 

乳児保育 

生後６ヶ月以上からの乳児の保育を実施 

・実施場所：市内５保育所 

入所人数：３４人 

※Ｈ２９．３．１現在 

る。→Ｈ29実施 

 

２歳児コースは、他施設

で実施しているキッズコー

スと対象者が重複するた

め、参加人数確保が困難な

場合がある。 

３歳児コースは、利用児

童によって成長の差がある

ため、活動内容の設定調整

が困難な場合がある。 

 

加配対象児童や０・１歳

児の利用が多い場合、対応

が困難な場合がある。 

 

 

 

 

乳児の場合、月齢によっ

て対応が異なることが多

く、配置基準を満たしてい

ても、対応が困難な場合が

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

 

 

 

 

H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

 

２－（１） 

男女共同参画社会づくり 

・多くの事業をして下さり、保育士の確保等大変ではあると思いますが、今後も保育サービスの充実を期待しています。 

・学童保育のサービス環境を更に充実させていく必要があると思います。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

推進会議コメント 

（２）仕事と子育ての両立を促進するための環境の整備 

子育て ① 仕事と育児 

両立支援事業

（ファミリーサ 

ポートセンタ

ー） 

・依頼会員 ８１８ 人 

・提供会員 １７２ 人 

・両方会員 １５４ 人 

・活動状況 ２，５３３人 

（預かり延べ人数）   

・活動総時間 ３，６３６時間 

 利用者は年々増加してお

り、更なる利用促進のため、

周知に努めることが必要で

ある。 

   

子育て ② 児童館・児 

童センター運

営事業 

・児童の健全化を図る。 

登別児童館・富浦児童館・幌別児童館・常盤児童館・富

士児童館・富浜児童館・青葉児童館・鷲別児童館・若草

つどいセンター（児童室）・美園児童センター・登別温泉

児童室 

 児童館を中心とした児童

厚生施設等の総合的な運営

についての方針に従い、子

どもたちの放課後の安全な

居場所を確保する観点か

ら、学校及び学校敷地内の

施設の活用を優先し、各地

域の状況に合わせ、既存施

設の有効活用も含め検討を

進める。 

   

子育て ③ こどもショ 

ートステイ事 

業 

 実施場所：（社福）室蘭言泉学園（児童養護施設わかす

ぎ学園）  

延べ利用人数：２人 

延べ利用日数：６日 

 必要な子どもが利用でき

るよう、引き続き、周知に努

めることが必要である。 

 １人日／年 

（１年あたりの利用回数） 

※登別市子ども・子育て支援事

業計画における数値 

 

子育て ④ 放課後児童 

クラブ運営事 

業 

 昼間保護者が就労等により不在の家庭における小学生

を対象に、適切な遊びや生活の場を与え、児童の健全育

成を図る。 

平成２９年３月３１日現在 

 放課後児童クラブ運営指

針に基づき、定期的な研修

等による職員の質の確保や

児童の安全対策を行い、児

 ２８０人／年 

（１年あたりの利用人数） 

※登別市子ども・子育て支援事

業計画における数値 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

・富岸放課後児童クラブ  ５７名 

・常盤放課後児童クラブ  ２３名 

・若草放課後児童クラブ  ４６名 

・青葉放課後児童クラブ  ２５名 

・幌別西放課後児童クラブ １９名 

・鷲別放課後児童クラブ  ３３名  

・登別放課後児童クラブ  １６名 

※授業のある日（月～金曜日）～放課後から 18 時 30 分

まで 

 長期休業日（土曜日を除く）～8 時から 18 時 30 分ま

で  ※土曜日は 8時～18時まで 

童の安全・安心に過ごせる

場を確保するとともに、障

がいのある児童の受け入れ

や放課後子ども教室等他の

事業との連携を通じ、児童

に適切な遊びと生活を与え

られる場となるよう努めて

いく。 

子育て ⑤ 父親の育児 

参 加 の 支 援

（育児の指導、 

育児休暇の保

障） 

中央及び登別子育て支援センターにて、日頃仕事で忙 

しい父親を対象に育児指導等を実施 

参加人数：１７３人 

年間を通じた実施内容を

策定したが、参加する子ど

もの年齢によって実施が困

難な場合があるため、年齢

に応じた実施内容の検討が

必要である。 

H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

 

子育て ⑥ 児童館、放 

課後児童クラ

ブの時間延長 

 放課後児童クラブにおいて、月曜日から金曜日の開設

時間を１８時３０分までとして３０分の延長を行った。 

 保護者の就労支援の面か

ら、引き続き継続して実施

していくことが必要であ

る。 

 H２８年度と同様に事業を

進める。 

 

市民サービス ⑦ 育休等推進 

の働きかけの

継続 

 国や道のリーフレット等を広報紙及び市民窓口へ設置

し情報提供した。 

 男女共同参画の主旨を理

解してもらえるよう掲示する。 

 引き続き国や道からの情報

提供を行う。 

 

子育て 『登別市子ども・子育て支援事業計画』の一環と位置づ

け窓口、広報への掲載やパンフレット等で周知 

育児休業推進のため、引

き続き、周知に努めること

が必要である。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

商工労政 国や道、関係機関等が発行したパンフレットを公共施

設に設置するとともに、広報紙による周知、関連通知に

ついてメール等により各関係団体及び事業所への情報提

供を行った。 

継続的な情報発信による

育休等への理解促進 

国や道、関係機関等が発行し

たパンフレットを公共施設に

設置するとともに、広報紙によ

る周知、関連通知についてメー

ル等により各関係団体及び事

業所への情報提供を行う。 

 

市民サービス ⑧ ワーク・ 

ライフ・バラ

ンスの考え方

に つ い て 、

様々な職種、

世代、地域へ

女性活躍推進

法に基づく多

様な視点から

の広報・啓発

活動 

２－（２）－⑦に掲載    

子育て 『登別市子ども・子育て支援事業計画』の一環と位置

づけ窓口、広報への掲載やパンフレット等で周知 

仕事と子育ての両立のた

め、引き続き、周知に努める

ことが必要である。 

  

商工労政  ①平成２９年１月２３日から４日間「介護サービス人

材確保対策事業」を実施し、啓発を図るとともに仕事と

子育ての両立を目指す女性を支援した。 

②平成２９年２月２３日に「ワーク・ライフ・バラン

ス実践講座（マザーズハローワーク就職支援事業）」、女

性の就職に向けた支援や各種子育てに対する支援制度を

紹介した。 

 介護人材不足解消のた

め、介護サービスへの理解

啓発を図る。 

①「介護サービス人材確保対

策事業」を実施し、啓発を図る

とともに仕事と子育ての両立

を目指す女性を支援する。 

②「ワーク・ライフ・バラン

ス実践講座（マザーズハローワ

ーク就職支援事業・働き方改革

関連事業）」、女性の就職に向け

た支援や各種子育てに対する

支援制度を紹介し、啓発を図る

とともに仕事と子育ての両立

を目指す女性を支援する。 

 

市民サービス ⑨ 仕事と育 

児・介護など

 ２－（２）－⑦に掲載      
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

子育て 家庭生活や地

域生活との両

立について職

種、世代、地

域へ女性活躍

推進法に基づ

く意識啓発の

ための情報提

供 

『登別市子ども・子育て支援事業計画』の一環と位置づ

け窓口、広報への掲載やパンフレット等で周知 

男女共同参画推進のため、

引き続き、周知に努めるこ

とが必要である。 

  

高齢・介護  実績なし    

商工労政 国が発行したパンフレット（地域の特性を活かしたワ

ーク・ライフ・バランスの推進）等を市民ロビー等に設

置するとともに、国・道等からの啓発情報について、メ

ール等により各関係団体並びに事業所に発信し、啓発を

図った。 

継続的な情報発信による

意識啓発の促進 

国が発行したパンフレット

（地域の特性を活かしたワー

ク・ライフ・バランスの推進）

等を市民ロビー等に設置する

とともに、国・道等からの啓発

情報について、メール等により

各関係団体並びに事業所に発

信し、啓発を図る。 

 

子育て ⑩ 仕事と生活 

との両立を支援

するための制度

の定着・利用が

できる環境の整

備に向けた情報

提供 

『登別市子ども・子育て支援事業計画』の一環と位置づ

け窓口、広報への掲載やパンフレット等で周知 

仕事と子育ての両立のた

め、引き続き、周知に努める

ことが必要である。 

   

土木・公園 ⑪ 都市公園施 

設長寿命化事 

 業 

都市公園遊戯施設改築 

３公園 

国からの交付金が当初要

望額より減額となった為、

遊戯施設の改築を計画のと

おり行うことが出来なかっ

都市公園遊戯施設改築 

７公園 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

た。 

子育て ⑫ 登別市子ど 

も・子育て支

援 事 業 計 画

（平成２７年

度～平成３１

年度） 

 平成２５年度に実施した「子ども・子育て支援に関す

るニーズ調査」を踏まえ、登別市における子育て支援の

基本的方向性とその施策を示した。 

 各施策の実施について、

必要に応じて、改善・見直し

を行うとともに、教育・保育

の量が大きく乖離している

かどうか、確認が必要であ

る。 

 確保策（認可定員数等） 

１号認定：６８５人 

２号認定：３６３人 

３号認定：２０８人  など 

※登別市子ども・子育て支援事

業計画における数値 

 

２－（２） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・子どもの育ちや、保護者の安心感から考えると、児童生徒も減ってきているので、放課後児童クラブと児童館の連携が更に促進されてい

くことが良いと思います。 

・放課後児童クラブの時間延長は、ニーズにあって良いと思います。 

・放課後児童クラブの利用時間が延長され、さらに利用しやすくなったと思います。 

・子どもを預かる時間や年齢だけでなく、子どもが充実した時間を送ることができる受け入れ体制を構築してく必要があると思います。 

（３）子育てに関する相談支援体制の整備 

子育て ① 子育て支援 

センター運営 

 費 

 実施場所：中央子育て支援センター及び登別子育て支

援センター 

育児相談：３０６人  

子育て講座：１,０６２人 

あそびの紹介：５６７人 

父親開放日：１７３人  

センター開放：１７,５６４人 

育児サークルの育成・支援：２０１人 

保育所開放事業：１６９組 

(親：１６９人 子：１９８人) 

 一般開放時の行事内容に

よっては参加者が多く、ス

ペースも限られていること

から、参加者が手狭さを感

じることがある。 

 ２，２９３人回／月 

（１月あたりの利用回数） 

※登別市子ども・子育て支援事

業計画における数値 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

児童用図書の貸出し：１,００７人 

移動子育て支援センター事業：５５９組 

(親：５５９人 子：５０３人) 

子育て ② 家庭児童相 

談室、母子自 

立支援員経費  

 ひとり親家庭や寡婦からの相談等及び自立に必要な指

導の実施 

母子・父子自立支援員兼家庭相談員 １名配置 

・相談件数 １８９件 

 他の関係機関との連携を

深めるとともに、より多く

のひとり親家庭への有益な

情報提供等を行うため、引

き続き周知に努めることが

必要である。 

   

２－（３） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・子育て支援センターは、子育ての孤独感解消にもつながっており、今後も大切に続けていくことが好ましいと思います。 

 

 

（４）児童虐待等の防止対策の充実 追加項目 

市民サービス ① 情報共有体 

制の強化（児

童虐待等の防

止策） 

 要保護児童対策地域協議会実務者会議に出席し情報共

有した。 

 市民相談等で児童虐待が疑われる場合は、関係部署と

の連携を図った。 

   引き続き関係グループとの

連携を図って行く。 

 

社会福祉  実績なし    

生活支援 平成 28 年度要保護児童対策地域協議会実務者会議に

参加し関係機関と情報共有を図ることができた。 

児童虐待ケースの多様化に

伴い、個別事案内容によっ

ては関係機関の拡充が必要

と思われる。 

児童虐待の対応について、子育

てグループや児童相談所との

連携強化を図る。 

 

子育て ①業務関係機関との連絡調整を密にし、情報の共有化

を図った。 

②児童虐待の未然防止、早期発見・早期対応の取組の

・個別の事案、ケースの多様

化に伴い、参加する関係機

関の拡充を検討する必要が

H２８年度と同様に事業を

進める。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

推進に向けて、子育てグループとの情報共有、支援協力

のために随時ケース会議を実施した。 

・H28 年度実績：年 15 回実施 

③平成 28 年度要保護児童対策地域協議会実務者会議を

開催し、関係機関との情報共有や今後の支援の在り方に

ついて協議した。 

・H28 年度実績：年 2回実施 

ある。 

・ケース会議、実務者会議の

検討事項及び内容、回数に

ついて、より適切な形を模

索していく必要がある。 

健康推進 健康推進グループ、子育てグループ子ども虐待相談室

において２か月に１回、定期的に連絡会を開催し、情報

の共有を図り必要な支援につなげた。 

定期連絡会を開催する他

に、緊急性のある場合は必

要時個別ケース会議を開催

するなど関係機関と情報共

有が図れた。 

健康推進グループと子育て

グループ子ども虐待相談室に

おいて２か月に１回、定期的に

連絡会を開催する。 

 

学校教育 業務関係機関との連絡調整を密にし、情報の共有化を

図り、虐待等の防止の体制づくり強化に努めた 

特になし Ｈ２８年度と同様の内容で事

業を進める 

 

市民サービス ②  早 期 発 見

早期対応へ

の取組みの

推進 

（児童虐待

等 の 防 止

策） 

市民相談等で児童虐待が疑われる場合は、関係部署と

の連携を図った。 

 引き続き関係グループとの

連携を図って行く。 

 

社会福祉  実績なし    

生活支援 児童虐待等の防止策は、子育てグル―プと常に連携を

図ることができた。 

児童虐待の発見までに時

間を要した。 

児童虐待の防止策は、子育て

グループや児童相談所など、関

係機関との連携強化を図る。 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

子育て ①業務関係機関との連絡調整を密にし、情報の共有化

を図り迅速な対応を図った。（要保護児童と子育て援助家

庭情報：関係機関からの相談及び通報） 

②児童虐待の未然防止、早期発見・早期対応の取組の

推進に向けて、子育てグループとの情報共有、支援協力

のために随時ケース会議を実施した。 

・H28 年度実績：年 15 回実施 

③平成 28 年度要保護児童対策地域協議会実務者会議

を開催し、関係機関との情報共有や今後の支援の在り方

について協議した。 

・H28 年度実績：年 2回実施 

・要対協としてのケース受

理を、どのような基準で行

うのか、明確にしていかな

ければならない。 

・個別の事案、ケースの多様

化に伴い、参加する関係機

関の拡充を検討する必要が

ある。 

・また、ケース会議、実務者

会議の検討事項及び内容、

回数について、より適切な

形を模索していく必要があ

る。 

  

健康推進 妊娠届出時に、妊婦全員（332 人）にアンケート調査を

行い、生活基盤の弱い世帯や育児不安の強い妊婦を把握

して、子育て期まで継続した支援につなげている。 

未入籍など家庭基盤が弱

い妊婦が少なくない実態に

ある。 

妊娠届出時に妊婦全員に対

し育児に関するアンケート調

査を継続する。 

育児不安が強いなど支援が

必要な妊婦に対し、子育て期ま

で継続した支援を行う。 

 

学校教育 児童の学校及び家庭での生活の変化を見逃さず、虐待

等の早期発見に努めた 

特になし Ｈ２８年度と同様の内容で

事業を進める 

 

健康推進 ③ はつらつマ 

マリフレッシ

ュ講座 

 子育て中の若い母親の健康づくり、生活習慣病予防に

向けた運動習慣の習得を目的として、託児付きの運動講

座を年 4クール(1クール 10日間)アーニスのおにスポス

タジオで実施し、40 人が参加した。事後フォローの場と

して、健康講演会を年 2回実施し、19人が参加した。 

 年 4 クールの運動講座は

好評のため、継続実施する。 

 年 2 回の運動講座につい

ては、運動に加え、食育を特

化し、より健康づくりを推

 運動講座：年 4クール 

（1クール 10日間） 

 

健康講演会：年 2回 

＊いずれも託児付き 
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担当グループ 主要事業 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

 健康づくりに加えて、育児ストレスを発散できたとの

評価を得ている。 

進する内容となっているこ

とから、周知を徹底し、参加

者増加に努める。 

図書館 ④ 関連図書の 

収集と図書情 

報の提供 

・児童虐待関連書 75 冊 

（H29.6.15現在） 

アーニス分館にコーナー

があることの周知が十分で

なかった。 

引き続き、関連図書の収集と

図書情報の提供、及び市民への

周知に努める。 

 

２－（４） 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・はつらつママリフレッシュ講座は、健康づくりとストレス発散になるので良い取組だと思います。 

・関係部署での連携が図られていることに安心いたしました。 

・ケース会議、実務者会議などで、関係機関同士の情報共有を的確に行い課題の解決を図る必要があると思います。 

 

 

 

 

計画の推進体制 

担当グループ 取り組み事項 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

１.市における推進体制の整備 

市民サービス ① 登別市男女共同参画推進本 

部会議開催 

未実施。 

 

男女共同参画実施事

業の推進状況の報告を

していなかった。 

 登別市男女共同参画推進本部

会議へ平成２８年度男女共同参

画事業の進捗状況について報告

する。 

 

市民サービス ② 登別市男女共同参画推進庁 

内連絡会議開催 

 

未実施。 男女共同参画実施事

業の推進状況の報告を

していなかった。 

 登別男女共同参画推進庁内連

絡会議へ平成２８年度男女共同

参画事業の進捗状況について報

告する。 
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担当グループ 取り組み事項 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

市民サービス ③ 職員研修の実施 

 

 「DV に関する相談業務等職

員研修会」を平成２８年１１月

２４日（木）開催 特定非営利

法人ウェメンズネットマサカ

ーネ理事佐々木博美氏を講師

に招きDV被害者の支援方法を

学び窓口及び相談業務につい

ての対応を学んだ。 

相談者が窓口へ来庁時

には、DV の自覚がない

方もいるので、傾聴し相

談内容を把握に努める。

また、研修は異動後の早

い時期に開催をするよ

う努める。 

 DV に関する相談業務等職員

研修会を５月１８日（木）開催し

た。 

来年度においても年度

初めに開催を進めて行

く。 

人事・行政管理 「ＤＶに関する職員研修会」を

１１月２４日に実施 

「女性ステップアップ研修」１

１月９日に実施 

特になし 継続して実施していく。  

市民サービス ④ 各種研修会や講演会への参 

 加 

 

 ・平成２８年度 デートＤＶ

防止・性教育等に関する研修会

平成２９年１月１２日(木)苫小

牧市民会館 予防教育の必要

性と性暴力被害者支援の取組

等について学んだ。 

・平成２８年度胆振管内配偶者

暴力相談支援連絡調整会議平

成２８年１１月１５日（火）道

立女性援助センターの取組と

児童相談所の取組状況につい

ての情報 

・女性プラザまつり 2016 へ参

加平成２９年１１月１０日(木)

 出張旅費が限られて

いるため庁用車等で参

加できる範囲となって

いる。 

 相談等に役立てるためＤＶ関

係の研修を優先して参加してい

く。 
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担当グループ 取り組み事項 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

地域でイキイキ活動する男性

活動内容と講演会受講９名参

加 

・平成２８年度女性の活躍推進

に係る地域連携会議平成２８

年９月１３日(火)道及び各市町

村の取組の情報交換会 

市民サービス ⑤ 登別市男女共同参画推進部 

会開催 

 

未実施    

市民サービス ⑥ 職員による横断組織を活か 

す男女共同活動の推進 

 未実施      

市民サービス ⑦ 庁内ＬＡＮを使った情報提 

供（国の施策・法律改正及び女

性活躍推進法等の周知） 

 全庁的には、発信することが

できなかったが、該当グループ

等へは、メール等で情報提供し

た。 

 

   法律等について、周知してい

く。 

 

１ 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・計画を推進する上でこうした会議が開かれ現状と課題が共通認識になって、その内容が各部、課で論議されてこそ各

施策が拡充されていくと考えます。 

・職員による横断組織を活かす男女共同活動の推進が未実施だったので、次回実施することを望みます。 

２.市民による推進体制の整備 

市民サービス ① 登別市男女共同参画社会づ 

くり推進会議の開催 

 

 推進会議７回、各部会（広報、

フォーラム、アンダンテ）12 回

開催した。 

 構成団体の見直しが

必要である。 

 基本計画を推進するために登

別市男女共同参画社会づくり推

進会議委員と事業等について協

議していく。 

平成２９年４月２５日（火）新
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担当グループ 取り組み事項 Ｈ２８事業実績（内容・成果） Ｈ２８事業の課題 Ｈ２９年度事業計画（目標値） その他特記事項 

委員の委嘱を行った。 

市民サービス ② 市民意識の向上のための工 

 夫 

活動内容等について、広報の

ぼりべつ小特集及び男女共同

参画情報紙「アンダンテ」にお

いて周知。 

 その他に男女共同参

画の推進に有効な更な

る事業展開等が必要で

ある。 

 市民が読みたくなる情報紙等

の提供を行っていく。 

 

商工労政 ③ 商工会議所との連携による 

企業等への情報提供 

 

 商工会議所への情報提供及

びチラシの配布・設置により会

員企業への周知を実施。 

 市が実施する企業へ

の周知メール及び商工

会議所への情報提供に

よる手法を実施してい

るが、全ての企業に迅速

に行き渡る情報提供手

段がない。 

引き続き商工会議所への情報

提供及びチラシの配布・設置に

より会員企業への周知を実施す

るとともに、市が実施する企業

周知メールの受信者数の累増を

図る。 

 

市民サービス ④ のぼりべつ男女平等参画懇 

話会・プラタナス等との連携 

 

 各女性団体のフォーラム及

び男女共同参画フォーラム２

０１６開催について協働で実

施及び共催し事業を進めた。 

 各フォーラム等の参

加者が減少傾向にある

ためテーマや内容の工

夫を図る必要がある。 

 男女共同参画の推進のため、

引き続き協働で活動をする。 

 

市民サービス ⑤ 女性活躍推進法に基づく協 

議会（部会）の開催 

 法に基づく新たな協議会の

設置は困難であることから、登

別市男女共同参画社会づくり

推進会議で行っている活動を

女性活躍に位置付け活動した。 

 登別市男女共同参画

社会づくり推進会議の

事業に女性活躍に関連

するものを含めて展開

する必要がある。 

 登別市男女共同参画社会づく

り推進会議の事業女性活躍推進

について、情報紙アンダンテや

広報のぼりべつに啓発記事を掲

載していく。 

 

２ 

男女共同参画社会づくり 

推進会議コメント 

・フォーラム等の参加は、65 歳以上の方が多く、若い世代の方にも参加していただける内容とすることが望ましいと思

います。 

 


